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ウクライナ危機が試す民主主義 
 

バイデン米大統領は、ロシアの侵攻によるウクライナ危機を「民主主義と専制主義の戦

い」という。その通りだ。強いて違いを述べるなら、ウクライナでの戦いは、民主主義と

専制主義の本格対決を控えた前哨戦の可能性があるという点だ。 

無論、杞憂（きゆう）であってほしい。そのためには２つの要件のいずれかを満たす必

要がある。ひとつは、専制主義国家の自由民主主義への仲間入り。もう一つは、独裁者に

民主主義に挑戦する「自信」を持たせないことだ。 

ゼロとまではいわないが、前者の可能性は極めて低い。 

専制主義の伝統を持つ国家の民主化には３つの移行が不可欠

だ。政治体制と経済体制の移行、そして伝統に根ざした文化へ

の抜本的反省を踏まえた、人々の意識の移行だ。 

旧ソ連崩壊後、ロシアの政治・経済体制の移行はそれなりに

進んだ。しかし、意識の移行が伴わなかった結果、今日の状態

に至ったといえる。ロシアと同様、力で現状変更を企てようとする専制主義の国々が存在

する。それらの国の多くは、意識の移行はもとより、政治体制の移行も経験したことがな

い。 

ウクライナ危機を民主主義と専制主義対決の前哨戦でなくすには、独裁者が意のままに

世界を変えられるなどと思わせないことが重要だ。 

独裁者が民主主義を勝てると判断したとき、専制主義は民主主義の脅威になる。危機を

繰り返さないためには、ウクライナ侵攻をプーチン大統領にとっての「ワーテルローの戦

い」として終わらせ、、他の独裁者が民主主義に勝てるという自信を持つことがないよう

にする必要がある。 
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プーチン大統領が21世紀にあえて19世紀的な蛮行に踏み切った背景には、資源価格の

急騰や、ドイツなどがロシアの資源への依存度を高めていることに加え、民主主義が衰退

しつつあるとの判断があったのだろう。「東昇西降」を世界の流れとしてとらえる中国の

習近平（シー・ジンピン）主席も、西側の民主主義が衰退の一途をたどっていると判断し

ているようだ。 

西側社会にも民主主義が正念場を迎えているとの認識はある。ただ、西側社会が問題視

するのは、極右に扇動されるポピュリズム（大衆迎合主義）の台頭だ。対照的にプーチン

大統領らは、プログレッシブ（進歩派）の勢力増大に伴う左傾化を、民主主義の衰退要因

として見ている。 

彼らは、多様なアイデンティティ―による政治参加を極度に求める「アイデンティテイ

ーポリティクス」から、かつての階級闘争を連想する。公平・平等な社会の実現を大義名

分に大きな政府を実現すれば、20世紀の社会主義と同様の失敗を繰り返す、と考えている

のかもしれない。 

こうした考えを独裁者の思い上がりだと一蹴するのはたやすい。しかし、社会の二極化

の原因を極右勢力にだけ求めるのも、ある種の知的怠惰ではないか。ウクライナの悲劇が

繰り返さないために、専制国家の軍事力増強に寄与した経済のグローバル化の限界を直視

し、謙虚な気持ちでいま一度、我々の社会のあり方を考え直すべきだろう。 

（日本経済新聞 2022 年 4 月 22 日付に掲載されたものをもとに作成） 


